
アセスメントと対話を通した若手教師の学級経営力
量向上への支援

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-05-14

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 谷, 勉

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00008471URL



― 91 ―

アセスメントと対話を通した若手教師の学級経営力量向上への支援

谷勉

Support for Novice Teachers' Professional Development of Classroom Management 

也roughContinuou8 Assessment and Dialogue 

Tsutomu TANI 

1.問題の所在と研寛の目的

学級経営は、集団づくりを基盤として、授業・生徒指導・特別活動・教科外活動等、学校教育

全般にわたっている。よって、担任教師が担う役割は多岐にわたり、万能かっ高度な力量が求め

られる。そのような状況において重要なことは、質問紙を活用して児童の意識や行動を客観的・

多面的にアセスメントすること、担任同士が連携して互いの学級や児童の様子について聞かれた

対話を行うことだと考える。 w小学校学習指導要領解説総則編』では、学級経営の充実を図るた

めに、①学級経営の全体構想を立てる、②学級集団と児童一人ひとりの実態把握、③実態を踏ま

えた学級づくり、@他の教員と連携して聞かれた学級経営を進める、という 4つのステップが重

要であると示されており、正にアセスメントと対話の機能を生かした学級経営と要約できる.

そこで本研究は、若手教師の学級経営力量向上を目指した支援のあり方を、全体構想・実態把

握・課題分析・取組実践・評価検証という一連の取り組みを通して検討することを目的とする。

2.研究構想・研究方法

4つのステップに基づき、研究 Iで

8つの調査を行う。調査①では、支援

対象の A教諭 (4年A組担任・ 20代

女性・教職 4年目)に PAC分析を実

施し、学級経営観を構造化する。調査

②では、 4年A組の児童に質問紙調査

を実施し、学級集団の状態や児童の学

級適応状況を把握する。調査③では、

研究協力校の教員に質問紙調査を実施

し、教師集団の連携状況を把握する.

研究Eでは、研究 Iで明らかになっ

た実態や課題を踏まえ、 8つの取組を

行う。取組①学級改善アプローチ、取

組②学年部ショートケース会議、取組

③個別メンタリング、を実施すること

によって、学級風土や児童の学級適応

感がどのように変容・発達するか、教

師の学級経営観がどのように変容・発

達するかを検証していく(四郎lrel，針。
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Figua2 実践的研究のプロセス



3研究I 児童・教師・教師集団を対象とした実態調査と課題分析

(1)調査①PAC分析によるA教論の学級経営観の構造化

5・ 6月 に PAC分析 (内藤,1991)

を行い、A教諭の学級経営観を構造

化 した。その結果、① 「全ての基盤

となる基本的な生活習慣」、②「最終

日標としての学級のまとまり」、③

「人のよいところを見る」、④「聞い

て相手のことを理解する」の 4つの

クラスターが出現した (Figure3)。

①に関する発話では、“強制という

か教師からやらせようとしている"

など、強制的・絶対的な信念が感 じ

られた。④に関する発話では、“子ど

もは絶対聞いてほしいという思いをもつている"な ど、児童に寄り添つた考え方が見られた。③

に関する発話では、“教師が手を回しつつ、自分たちから気づくように仕向けている"な ど、児童

が自ら気付いて身に付けていけるように、教師がサポー ト役に回るという意識が見られた。

以上から、ルールの定着の面で指導が強制的になる部分がありつつ、リレーションの形成の面

では、児童の側に寄り添つてサポー トしようという援助的な部分も確認できた。学級全体として

ルールが定着してきたことを認め、児童への要求や指導を減らし、児童が主体となって学級の課

題や取組を考えて実行していくことが必要だと思われる。

(2)調査②質問紙調査による学級と児童の実態把握

5月 に Q‐Uと 学級風土質問紙 (伊藤・松井,2001)を実施した。4年 A組の学級風土質問紙の

結果を、「学級集団の発達過程における各段階の平均値」と比較した (Tablel)。 「平等で開かれ

た雰囲気」は第 5段階に達し、「自己開示できる親しい人間関係」「学習・生活へのまじめな取り

組み」「学級への主体的参画と帰属感」は第 3段階に達していた。一方、「強力なリーダーシップ」

は第 1段階にとどまった。

以上から、落ち着い

た学級環境のもと、親

しい人間関係が形成 さ

れてお り、学級への参

画意識 も高いことがわ

かつた。今後は、児童

一人ひとりが リーダー ,

シップを発揮する場を

保証 していくことが必

要だと思われる。
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Figure3 A教 諭の学級経営観 (6月 )

Tablel 学級集団の発達過程における各段階の平均値との比較
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(3)聞査③質問a民間査による教師集団の連機状況の把握

5月に教職意識調査を実施した。因子分析の結果、 I生徒

理解支援行動Jr生徒との親和的関係Jr職員聞の協働的関

係Jr職員聞の仲間意識Jr自己力量への不安と葛藤Jr教職

への意欲と自信」の 6因子が抽出された。項目ごとの平均

値から、“児童に声を掛ける"など「生徒理解支援行動』を

実践し、“同僚が困っていたら援助したい"“問題が起きた

時にサポート体制がある"など『職員聞の協働的

臓員聞の

/閥的関係

Figure4 教職意書債の相関モデル図

関係jや「仲間意識Jが形成されていることが伺えた。一方、“不安定な気持ちになる"“学級経

営に手応えがある"など『力量への不安や葛藤jや I教職への意欲と自信j に課題が見られた。

さらに、因子聞の相関係数を算出し、高い相闘を示す因子同士をつないでモデル図に表すと、

「職員聞の協働的関係」を支えに『仲間意識jをもつことが、『教職への意欲と自信Jを高め「自

己力量への不安や葛藤』を和らげることが明らかになった(Figure4)"A教諭の所属する 4年部

の『職員聞の協働的関係Jの評価が低かったため、学年会等で児童の情報を共有し合い、生徒指

導や学般経営について語り合う場を設定していくことが必要ではないかと恩われた.

4.研究E 聞査で明らかになった実態や標題を踏まえた取組

(1)取組①学級改普アプローチの実施 問 問 E
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ることになった(Figure5)。話し合いの結果、

“朝と帰りに大きな芦で誰にでもあいさつを

する。週 1回投票を行ってあいさつチャンピ

オンを決める"という取組に決まった。

話し合い後の振り返りシートでは、“クラス

友だものよいところやがんば9て

いるとζるを伝え・っている掌‘
かんしゃ 総 322りがとう向

をよくしていきたいという気持ちがもてた"で 90%、
Figure5 学級カアンケートレーダーチャート

“クラスのよい所や直したい所がわかった"で 87%が“とてもできた"と回答した。自由記述で

は“このクラスならもっとレベルアップができそう"“もっとクラスをよくしたい"など児童の主

体性と学級への帰属感の高まりが感じられた.

11月に再度 Q-Uと学級風土質問紙を実施し、学級風土質問紙の結果を『学級集団の発達過程

における各段階の平均値』と比較したところ、『自己開示できる親しい人間関係Jr学習・生活へ

のまじめな取り組みJr平等で開かれた雰囲気Jr強力なリーダーシップ」の 4因子で平均値の上

昇が見られた (Tablel)"学級のルール・リレーション機能ともに向上し、理想的な学経風土の

形成に向かっていると言える。教師がノレーノレや目標を設定し、状況に応じて指導や支援を行って

いく従来のあり方ではなく、児童がこんなクラスにしたいという意識を持ち、主体的に学級づく

りに参画していく取組の有効性が実証された。
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(2)取組②学年部ショートケース会輔の実施

調査③をもとに、 9月から 11月に 4年部の学年会において、各学級で特に配慮を要する児童に

ついて、 2回ずつケース会議を実施した。 1回目はインシデント・プロセス法を用いて、担任が

児童の実態や対応について説明し、学年教師間で質疑応答を繰り返しながら児童理解を深め、実

現可能な支援策を出し合った。変化や効果を確認するために 1ヶ月後に 2回目のケース会議を行

った。会議では、これまでの対応を生かしつつ、新たな要素を加えた対応策が出されたり、担任

や支援員だけでなく、学年や級外職員、養護教諭等との連携体制が生まれたりするなどの成果が

見られた。また、アンケート結果から「問題の背景に踏み込んだ理解Jr児童に対する見方の広が

りと変容Jr教育実践に役立つ情報の獲得Jr新たな対応策の創出Jr学級担任の精神的支えJr教
師聞の連携意識の向上」の効果を生み出すことが示唆された。

会議がもたらした効果を検証するために、 11月に再度教職意識調査を実施した。学校全体とし

ては大きな変化が見られなかったが、 4年部では“学級経営などの悩みを学年会等の場で共有"

で1.2ポイント、“様々な教師から見た児童の情報を共有"で 0.8ポイント、“学級経営などの悩

みを他の教師に相談しやすい"で 0.7ポイント左、「職員聞の協働的関係J因子で大きく数値を伸

ばした (Table2)。ケース会議等の場

を設定することが、教師聞の情報共

有や悩みの相談等を行う上で大きな

効果をもたらすことが実証された。

(3)取組③個別メンタリングの実施

A教諭とは 4月から 11月の放課

後計 17回960時間にわたって、日々

の教育実践における悩みや方向性な

どを語り合った。対話の際は、メン

タリングに心掛けた。

そこでメンタリングに関する調査

を行った結果、 “学級経営に対する

考えや行動を認めた"などの「受容

と確認」機能と“学級経営や生徒指

導に関する悩みについて相談に乗っ

た"などの「カウンセリングJ機能

の評価が特に高かった (Table3)。

また、指導・助言を受けた際のメン

タリティの 4つの要素である「新た

な学びや気付きにより見通しを得る」

「心の安定を得るJ r同僚性を感受

キ 訓練
ヤ機

仕事にお
リ盤 ける銚職
ア 性の向上

受容と

確認

理

社 ;fJt'Jンセ

f< リング
的
機
能

友好

軒芋る
|制ぴ辛揖牢畠t tF且

なに遍見通しが
よLつ〈

S肝宣
安心する

たを
な骨

京レ安ス恒Z，トs 1:6 
同届

|董うれ持もしい
睡畳
性す

をる

瞳 量t童fd相Et 
調書持脇田
き揖つ前向きな
t を

'"坐色

Table3 A教諭との対話におけるメンタリング機能

学級経営についてよい点や課題点を指摘した.

あなたの適性や専門性を積極的に伸ばすように説いた.

指導技術が向上するように、指導法などの新しい情報を提供した。

あなたの学級経営に対する考えや行動を認めた.

日頃の授業実践に対する努力や取り組みを認めた.

学級経営や生徒指導に関する悩みについて相談1.::乗った。

授業実践に関する悩みや疑問について相談に乗った.

職場内の人閣関係の悩みについて相談に乗った.

他の職員と意見が食い違ったり保護者から批判を受けたりした時に励まして

くれた。

勤務時閣外では親しく接L、プライペ}トな集まりにも参加した。

仕事の大変さを考慮Lて、あなたが楽になるように手伝った.

Table4 指導・助言を受けた際のメンタリティ

助言を受けて、新たな学びや気付きを得た。

自分の中で見通しが持て、具体的にやることがわかった。

気が楽になり、安心感が生まれた。

悩みがすっきりして、不安やストレスを減らすことができた。

自分の気持ちを理解して受け止めてもらえてうれしい気持ちになった。

目を掛けてもらい認めてもらえていると感じた。

頑張って実践していこうという気持ちになった。

気持ちが切り替わり、積極的に取り組んでいこうという気持ちになった。

するJ r前向きな姿勢を持つ」の全てで評価が高かった (Table4)。



A教諭は対話を振り返って、「対話することで自分が目指している学級経営があることがわか

りました。学級経営についてすごく考えさせられ、立ち止まって振り返り、このままでいいのか、

ここが足 りなかつたという指導の問題点が明確になり、高圧的な部分を改め、子どもに寄り添つ

た学級経営をしていきたいと思うようになり、2学期に改善することができたと思います。また、

このやり方がいいと言うのではなく、いくつかのやり方があるけれどどうしたいというように一

緒になって考えてくださったので、実行することができました。あと、日頃から他の先生になか

なか話すことができなかつた悩みを聞いてくださり、救われました」と述べている。A教諭の実

践を尊重し、よいところや頑張つているところを認めるようにしたこと、話をよく聞き、本人の

気持ちに寄り添つて共感的に受け止めるようにしたこと、自分の考えを押し付けず、いくつかの

や り方を提案して一緒に考えたことなどが、メンタリング効果を生み出したと思われる。

5.A教綸の学級経営観の変容

学lat経営の充実を図るために、学

級改善アプローチ、学年部ショー ト

ケース会議、個別メンタリング、の

3つの取組を実施 してきた。それら

を通して、学級経営観がどう変わつ

たか検証するために、11月 に再び

PAC分析を実施し、6月 の結果と比

較した (Figure6)。

その結果、ルールを学級経営の基盤として引き続き重視しつつ、子どもや家庭に対する要求が

減り、子どもの思いを大事にしようという意識が生まれ、教師中心の管理的教育観から児童主導

の個別的教育観へと変容 していることが明らかになつた。

「ルール」に関する発話では、6月 は “強制というか教師からやらせようとしている部分"“や

らなければ許さない"と いう絶対的・強制的な考えをもつていた。11月 は “教師の押し付けに近

かつたのではないか"“子どもなので言われなければやらないのは当たり前"と いう子どもに寄り

添う許容的な姿勢が生まれてきた。また、“子どもの思いを大切にして"“ルールを子どもたちと

一緒に作つていく"と いう教師と児童の協働、児童主体の支援スタイルヘと変わってきた。

「家庭環境」に関する発話では、6月 は “家庭で叱られて意欲を失つている"こ とに強い懸念

をもつていた。11月 は “学校でできることが増えることで、家庭によい影響が及んでいく"と い

う可能性を見出している。家庭に対する負のイメージやしつけへの要求から、学校で子どものよ

さや可能性を引き出して家庭に還元していきたいという前向きな考え方へと変わってきた。

「子どもの思い」に関する発話は、11月 に新たに出てきた。“教師から押し付けていくような

指導では子どもはこれ以上伸びない"こ とに気付き、“やる気や主体的な行動を引き出すような投

げ掛けを行 う"こ とに心掛けるようになった。しかし、“どうしても指示や注意を与えてしまうこ

と"を謙虚に反省するようになった。あるべき、しなさいという価値観を前面に出した指導から、

子どもたちの思いを生かして行動を引き出していく支援の方向に大きく変わってきた。
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6.総合考寮・今後の展望

本研究は、若手教師の学級経営力量向上を目指して、 8つの調査に基づく実態把握及び課題分

析を踏まえ、 8つの取組を計画・実施してきた。 A教諭の PAC分析や発話から、以下のことがら

を指摘できるように恩われる。若手教師の学級経営力量向上を生み出す効果的な支援のあり方と

は、上から指導して力量を引き上げるような伝授型スタイルではなく、親和的な人間関係を基盤

に相手を肯定的に捉えて気付きを引き出し、解決策を共に考えていく支援型スタイルが中核部分

を構成しているということである。また、思いや悩みを聞いてくれる同僚の存在は、安心感や新

たな実践への原動力となり、教師集団の体制を個業から協働へと転換し、職場の同僚性を生み出

す要素であるということである。

そこで、学級経営においてアセス

メントと対話を繰り返し行う過程を

fRV-PDCAサイクルJ[Research 

(実態把握)・Vision(課題分析). 

Plan (取組計画)・Do(具体的実践)・

Ch民k(評価検証)・ Action

(修正改善)】による反省的実践と

定義し、モデノレ図に表した

(Figure7)。まず担任は、自らの経
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営方針に沿って学級づくりを進める。 民伊re7rRV-PDCAサイクルJの反省的実践による学級経営力量モデル

IRV】段階で質問紙を活用し、学級や児童の実態を客観的に捉え【R:実態把握】、特性や課題

を明らかにする【V:課題分析Jo【PDCA】段階では、教師聞で対話して見方を交流し合い、 E

いの実践知を生かした手立てを決め【P:取組計画】、意図的・継続的に実践する【D:具体的実

践】。そして、取組状況や学級の状態について、学年会等で定期的に確認し【C:評価検証】、改

善を図る【A:修正改善】。こうした一連のサイクルを繰り返していく。

自己の学級経営観や生徒認知様式を見直したり、児童や学級の実態把握をもとにして教師聞で

情報共有したりする、アセスメントと対話による rRV-PDCAサイクル』の反省的実践は、若手

教師のみならず全ての教師の学蔽経営力量向上につながるであろう.

本研究の取組は、筆者自身の指導観や生徒認知様式を見直し、学級経営スタイルを管理型・教

師主導型から創発型・生徒主体型へと転換した意味を客観的・理論的に整理し、児童との聞に柔

軟で生き生きとした意味のある関係を築いていくための自己省察と反省的実践の機会であったと

も言える。教職大学院での学びや本研究を起点として、今後も自ら「学び続ける教師」であり続

けたい.そして、同僚教師と『共に学び合う教師」であり続けたい。
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